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  （百万円未満切捨）

１．平成27年3月期第2四半期の連結業績（平成26年4月1日～平成26年9月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 
  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

27年3月期第2四半期 43,188 18.1 5,711 92.0 6,025 79.2 4,284 82.5 

26年3月期第2四半期 36,568 △9.9 2,975 △33.4 3,363 △24.3 2,348 △19.6 
 
（注）包括利益 27年3月期第2四半期 6,255 百万円 （8.3％）   26年3月期第2四半期 5,778 百万円 （496.6％） 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 
潜在株式調整後 

１株当たり四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

27年3月期第2四半期 43.83 － 

26年3月期第2四半期 24.02 － 

 
（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 

  百万円 百万円 ％ 

27年3月期第2四半期 144,800 127,944 88.2 

26年3月期 135,942 120,794 88.9 
 
（参考）自己資本 27年3月期第2四半期 127,725 百万円   26年3月期 120,794 百万円 
 
２．配当の状況 

  
年間配当金 

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

26年3月期 － 10.00 － 6.00 16.00 

27年3月期 － 8.00       

27年3月期（予想）     － 8.00 16.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 
平成26年3月期第2四半期末配当金の内訳 普通配当 6円00銭 記念配当 4円00銭 

 
３．平成27年3月期の連結業績予想（平成26年4月1日～平成27年3月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 75,000 14.4 6,600 118.0 7,100 87.5 5,100 96.7 52.17 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有 
 



※  注記事項 
（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

新規   －社  （社名）－、除外  －社  （社名）－ 
 
（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無 

 
（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有 
②  ①以外の会計方針の変更                      ：無 
③  会計上の見積りの変更                        ：無 
④  修正再表示                                  ：無 
（注）詳細は、添付資料の３ページ「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（３）会計方針の変更・会計上

の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年3月期2Ｑ 97,823,748 株 26年3月期 97,823,748 株 

②  期末自己株式数 27年3月期2Ｑ 66,116 株 26年3月期 65,534 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 27年3月期2Ｑ 97,757,949 株 26年3月期2Ｑ 97,759,990 株 

 
※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続は終了しておりま
せん。 
 
※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
（将来に関する記述等についてのご注意） 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する
一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要
因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等につ
きましては、添付資料の２ページを参照して下さい。 
（決算補足説明資料の入手方法） 
決算補足説明資料につきましては、平成26年11月10日に当社ホームページに掲載いたします。 

 



（参考）

平成27年３月期の個別業績予想（平成26年４月１日～平成27年３月31日）

（％表示は、対前期増減率） 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり

当期純利益

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 70,000 16.2 6,500 137.7 7,000 99.9 5,000 101.2 51.15

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有 

 



○添付資料の目次

 

１．当四半期決算に関する定性的情報 …………………………………………………………………………………… 2

（１）経営成績に関する説明 …………………………………………………………………………………………… 2

（２）財政状態に関する説明 …………………………………………………………………………………………… 2

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 ……………………………………………………………… 2

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 …………………………………………………………………………… 3

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ………………………………………………………… 3

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ………………………………………………………… 3

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 ……………………………………………………… 3

３．四半期連結財務諸表 …………………………………………………………………………………………………… 4

（１）四半期連結貸借対照表 …………………………………………………………………………………………… 4

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 ……………………………………………………… 5

四半期連結損益計算書  

第２四半期連結累計期間 ……………………………………………………………………………………… 5

四半期連結包括利益計算書  

第２四半期連結累計期間 ……………………………………………………………………………………… 6

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 ………………………………………………………………………… 7

（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項 ………………………………………………………………………… 8

（継続企業の前提に関する注記） ………………………………………………………………………………… 8

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） ………………………………………………………… 8

（セグメント情報等） ……………………………………………………………………………………………… 8

４．補足情報 ………………………………………………………………………………………………………………… 10

（１）受注及び販売の状況 ……………………………………………………………………………………………… 10

（２）地域に関する情報 ………………………………………………………………………………………………… 10

 

- 1 -

富士機械製造㈱（6134）平成27年3月期 第2四半期決算短信



１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、消費税増税の影響から弱含みで推移しました。世界経済は、

欧州では足踏み傾向でしたが、中国では景気は弱含みながら輸出が持ち直し、北米では拡大基調にありました。 

このような環境のなかで、当グループは、スピード経営を推進し、市場ニーズに対応した競争力の高い製品開発に

取り組むとともに、次世代製品や革新的製品の迅速な開発を推進してまいりました。また、国内外の販売・サービス

網の継続的な強化とソリューション営業の推進により、拡販と顧客満足度の向上に努めるとともに、世界最適地調達

の推進等サプライチェーンの強化、生産改革による品質の向上とリードタイムの削減によるＱＣＤ（品質・コスト・

納期）の追求、グループ会社間の連携強化により、収益性の向上を目指してまいりました。 

以上の結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は43,188百万円となり、前第２四半期連結累計期間に比べ

て6,619百万円（18.1％）増加いたしました。また、営業利益は5,711百万円（前年同四半期比92.0％増）、経常利益

は6,025百万円（前年同四半期比79.2％増）、四半期純利益は4,284百万円（前年同四半期比82.5％増）となりまし

た。

 

セグメントの業績は、次のとおりであります。

１）電子部品組立機

電子部品組立機事業におきましては、電子機器関連の大手セットメーカーや大手ＥＭＳ（電子機器受託生産企業）

等の稼働状態は概ね高水準に推移し、市場を牽引するスマートフォン、タブレット関連や車載関連の顧客からの新規

設備投資需要が上向く等、堅調に推移しました。この結果、売上高は37,885百万円となり、前第２四半期連結累計期

間と比べて5,979百万円（18.7％）増加し、営業利益は7,377百万円（前年同四半期比64.0％増）となりました。

 

２）工作機械

工作機械事業におきましては、売上高は4,873百万円となり、前第２四半期連結累計期間と比べて458百万円

（10.4％）増加いたしましたが、営業損益は238百万円の損失（前年同四半期：営業損失149百万円）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

財政状態につきましては、連結総資産合計は有価証券の増加等により前連結会計年度末と比べて8,858百万円増加

し144,800百万円となりました。また、連結負債合計は未払法人税等の増加等により前連結会計年度末と比べて1,708

百万円増加し16,856百万円となりました。

キャッシュ・フローにつきましては、当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、前連結

会計年度末と比べて1,434百万円減少し49,224百万円となりました。

営業活動によるキャッシュ・フローは4,219百万円の収入（前年同四半期：12,824百万円の収入）となりました。

これは主に税金等調整前四半期純利益や減価償却費等によるものであります。

投資活動によるキャッシュ・フローは5,369百万円の支出（前年同四半期：3,146百万円の支出）となりました。こ

れは主に有価証券取得による支出等によるものであります。

財務活動によるキャッシュ・フローは887百万円の支出（前年同四半期：1,959百万円の支出）となりました。これ

は主に配当金の支払によるものであります。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成27年３月期の連結業績予想につきましては、平成26年８月７日に公表いたしました連結業績予想から変更して

おります。

詳細につきましては、本日公表の「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

（特定子会社以外の子会社の異動）

前連結会計年度において持分法非適用関連会社であったフジ ド ブラジル マキナス インダストリアイス リミ

ターダの出資金を追加取得したことに伴い、当第２四半期連結会計期間より、連結子会社として連結の範囲に含め

ております。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

（退職給付に関する会計基準等の適用）

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた

定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込

額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の決定方法についても、従業員

の平均残存勤務期間に近似した年数に基づく割引率から、退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を

反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更しました。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第２四半

期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減し

ております。

この結果、当第２四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が1,957百万円減少し、利益剰余金が1,262百

万円増加しております。なお、当第２四半期連結累計期間の損益及びセグメント情報に与える影響は軽徴でありま

す。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 46,888 43,500 

受取手形及び売掛金 12,823 17,526 

有価証券 4,000 8,918 

商品及び製品 4,754 5,587 

仕掛品 13,026 13,271 

原材料及び貯蔵品 6,889 6,315 

その他のたな卸資産 12 12 

その他 4,616 5,015 

貸倒引当金 △29 △32 

流動資産合計 92,982 100,115 

固定資産    

有形固定資産 19,355 19,572 

無形固定資産 5,754 5,301 

投資その他の資産    

投資有価証券 17,224 19,156 

その他 625 654 

投資その他の資産合計 17,849 19,811 

固定資産合計 42,959 44,684 

資産合計 135,942 144,800 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 3,434 3,904 

1年内償還予定の社債 600 600 

未払法人税等 949 1,937 

製品保証引当金 681 799 

その他 4,707 5,993 

流動負債合計 10,372 13,234 

固定負債    

社債 600 300 

退職給付に係る負債 2,903 894 

その他 1,271 2,427 

固定負債合計 4,775 3,621 

負債合計 15,147 16,856 

純資産の部    

株主資本    

資本金 5,878 5,878 

資本剰余金 5,413 5,413 

利益剰余金 103,038 107,999 

自己株式 △50 △50 

株主資本合計 114,281 119,240 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 5,180 6,272 

為替換算調整勘定 1,147 2,118 

退職給付に係る調整累計額 185 92 

その他の包括利益累計額合計 6,513 8,484 

少数株主持分 － 219 

純資産合計 120,794 127,944 

負債純資産合計 135,942 144,800 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

売上高 36,568 43,188 

売上原価 23,218 26,192 

売上総利益 13,350 16,996 

販売費及び一般管理費 10,375 11,284 

営業利益 2,975 5,711 

営業外収益    

受取利息 52 57 

受取配当金 127 140 

為替差益 75 130 

雑収入 199 60 

営業外収益合計 454 389 

営業外費用    

支払利息 22 8 

支払手数料 43 65 

雑支出 0 2 

営業外費用合計 66 75 

経常利益 3,363 6,025 

特別利益    

固定資産処分益 28 48 

段階取得に係る差益 － 77 

負ののれん発生益 19 － 

特別利益合計 47 125 

特別損失    

固定資産処分損 30 90 

その他 － 5 

特別損失合計 30 95 

税金等調整前四半期純利益 3,379 6,055 

法人税、住民税及び事業税 1,324 2,087 

法人税等調整額 △283 △316 

法人税等合計 1,040 1,771 

少数株主損益調整前四半期純利益 2,339 4,284 

少数株主損失（△） △8 － 

四半期純利益 2,348 4,284 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 2,339 4,284 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 2,431 1,092 

為替換算調整勘定 1,007 971 

退職給付に係る調整額 － △92 

その他の包括利益合計 3,438 1,971 

四半期包括利益 5,778 6,255 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 5,755 6,255 

少数株主に係る四半期包括利益 22 － 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 3,379 6,055 

減価償却費 2,329 2,655 

退職給付引当金の増減額（△は減少） 9 － 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） － △195 

受取利息及び受取配当金 △179 △198 

支払利息 22 8 

固定資産処分損益（△は益） 2 42 

売上債権の増減額（△は増加） 1,866 △4,607 

たな卸資産の増減額（△は増加） 3,488 △47 

仕入債務の増減額（△は減少） △242 213 

未収消費税等の増減額（△は増加） 879 68 

その他 △65 1,218 

小計 11,491 5,212 

利息及び配当金の受取額 179 198 

利息の支払額 △24 △8 

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 1,178 △1,183 

営業活動によるキャッシュ・フロー 12,824 4,219 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有価証券の取得による支出 － △3,000 

有形及び無形固定資産の取得による支出 △3,169 △2,354 

有形及び無形固定資産の売却による収入 102 176 

投資有価証券の取得による支出 － △394 

定期預金の預入による支出 △47 △45 

定期預金の払戻による収入 331 80 

子会社出資金の取得による支出 △351 － 

連結の範囲の変更を伴う子会社出資金の取得によ

る収入 
－ 169 

その他 △13 △1 

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,146 △5,369 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

社債の償還による支出 △1,469 △300 

配当金の支払額 △489 △587 

その他 △0 △0 

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,959 △887 

現金及び現金同等物に係る換算差額 586 603 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 8,304 △1,434 

現金及び現金同等物の期首残高 47,877 50,658 

現金及び現金同等物の四半期末残高 56,182 49,224 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日） 

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 

（注） 
合計 

  電子部品組立機 工作機械 計 

売上高          

外部顧客への売上高 31,906 4,414 36,320 248 36,568 

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
0 － 0 1 1 

計 31,906 4,414 36,320 250 36,570 

セグメント利益又は損失(△) 4,498 △149 4,348 △95 4,253 

（注） その他の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、制御機器製造、電子基板受託生産及びソ

フトウェア開発等を含んでおります。

 

２ 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

(単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 4,348

その他の区分の損失(△) △95

セグメント間取引消去 0

全社費用（注） △1,278

四半期連結損益計算書の営業利益 2,975

（注） 全社費用は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び技術研究費であります。
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日） 

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 

（注） 
合計 

  電子部品組立機 工作機械 計 

売上高          

外部顧客への売上高 37,885 4,873 42,758 430 43,188

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
－ － － 1 1

計 37,885 4,873 42,758 431 43,190

セグメント利益又は損失(△) 7,377 △238 7,139 △52 7,087

（注） その他の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、制御機器製造、電子基板設計製造及びソ

フトウェア開発等を含んでおります。

 

２ 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

(単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 7,139

その他の区分の損失(△) △52

セグメント間取引消去 0

全社費用（注） △1,375

四半期連結損益計算書の営業利益 5,711

（注） 全社費用は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び技術研究費であります。
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４．補足情報

（１）受注及び販売の状況

前第２四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日）

セグメントの名称
受注高

(百万円)
構成比
(％)

売上高
(百万円)

構成比
(％)

受注残高
(百万円)

構成比
(％)

電子部品組立機 29,907 84.8 31,906 87.2 4,745 49.5

工作機械 5,087 14.4 4,414 12.1 4,758 49.6

その他 280 0.8 248 0.7 87 0.9

合計 35,275 100.0 36,568 100.0 9,591 100.0

 

当第２四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日）

セグメントの名称
受注高

(百万円)
構成比
(％)

売上高
(百万円)

構成比
(％)

受注残高
(百万円)

構成比
(％)

電子部品組立機 38,207 83.6 37,885 87.7 9,967 61.9

工作機械 6,997 15.3 4,873 11.3 5,937 36.9

その他 494 1.1 430 1.0 193 1.2

合計 45,699 100.0 43,188 100.0 16,097 100.0

 

前連結会計年度（自 平成25年４月１日 至 平成26年３月31日）

セグメントの名称
受注高

(百万円)
構成比
(％)

売上高
(百万円)

構成比
(％)

受注残高
(百万円)

構成比
(％)

電子部品組立機 57,646 84.4 54,744 83.5 9,645 71.0

工作機械 10,002 14.7 10,275 15.7 3,812 28.1

その他 619 0.9 545 0.8 129 0.9

合計 68,269 100.0 65,565 100.0 13,587 100.0

 

（２）地域に関する情報

前第２四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日）

  日本 中国 他アジア 米国 他北米 ヨーロッパ その他 合計

売上高(百万円) 3,772 16,832 5,211 4,551 1,306 2,921 1,972 36,568

構成比(％) 10.3 46.0 14.3 12.4 3.6 8.0 5.4 100.0

 

当第２四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日）

  日本 中国 他アジア 米国 他北米 ヨーロッパ その他 合計

売上高(百万円) 4,324 22,249 6,241 4,660 1,165 3,738 809 43,188

構成比(％) 10.0 51.5 14.4 10.8 2.7 8.7 1.9 100.0

 

前連結会計年度（自 平成25年４月１日 至 平成26年３月31日）

  日本 中国 他アジア 米国 他北米 ヨーロッパ その他 合計

売上高(百万円) 7,769 26,010 11,271 9,368 1,730 6,428 2,988 65,565

構成比(％) 11.8 39.7 17.2 14.3 2.6 9.8 4.6 100.0

（注） 売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。 
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参考資料

平成２７年３月期 第２四半期決算発表 

平成２６年１１月６日

富 士 機 械 製 造 株 式 会 社

（コード番号 ６１３４ 東証・名証第一部）

 

１．当期の連結売上高・収益の第２四半期連結累計期間実績と通期予想（平成26年４月１日～平成27年３月31日）

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率） 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

第２四半期連結累計期間実績 43,188 18.1 5,711 92.0 6,025 79.2 4,284 82.5

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

通期予想 75,000 14.4 6,600 118.0 7,100 87.5 5,100 96.7

 

２．当期の個別売上高・収益の第２四半期累計期間実績と通期予想（平成26年４月１日～平成27年３月31日）

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率） 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

第２四半期累計期間実績 40,661 20.9 5,523 80.4 5,869 76.9 4,060 69.8

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

通期予想 70,000 16.2 6,500 137.7 7,000 99.9 5,000 101.2

 

３．当期の連結受注高・売上高の第２四半期連結累計期間実績と通期予想（平成26年４月１日～平成27年３月31日）

(単位：百万円未満切捨)

セグメントの名称

受  注  高 売  上  高 

第２四半期 
連結累計期間実績 

通期予想 
第２四半期 

連結累計期間実績 
通期予想 

電子部品組立機 38,207 66,000 37,885 63,000

工  作  機  械 6,997 13,000 4,873 11,000

そ    の    他 494 1,000 430 1,000

合          計 45,699 80,000 43,188 75,000

 

４．当期の主な科目の第２四半期連結累計期間実績と通期予想（平成26年４月１日～平成27年３月31日）

(単位：百万円未満切捨)

科目 第２四半期連結累計期間実績 通期予想

設 備 投 資 額 2,284 5,000

減価償却実施額 2,655 5,400

研 究 開 発 費 3,781 7,000
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